
安心して行きき
できる明るいまち

住民一人ひとりが地域の魅力を伝える「広告塔」に。

子どもたちがワクワクしながら参加できる訓練や講演会を開催。
次世代へ防災の輪を広げる。

一般ドライバーによる「地域版ライドシェア」の立ち上げを検討。
通院や買い物を支え合う仕組み。

安全な道づくり

通学路の危険箇所や街灯の増設など、地域の声を
吸い上げ、関係機関へ改善を働きかけ。

自主防災組織や個別避難計画など、いざという時に役立つ
「地域の備え」をみんなで共有。

歴史的資源が
あふれるまち新成人へのPR

「たちまちガイドブック」で地域の魅力を直接発信。

近松まつりのアップデート

若者の意見を積極的に取り入れた催しを実施。

サポーター制度

 まちづくりを支える「(仮称)まちづくりサポーター」を創設。

活動支援

鯖江人形浄瑠璃「近松座」、子ども文楽、たちまち近松人形劇団、
近松おどり保存会がより活動しやすい環境を整備。

拠点づくり

子どもたちの居場所、文化（文楽・石田縞等）の発信拠点へ。

みんなでつくる「わたしたちの街」

情報発信

対話の場“わたしたちのまちについて考える“
        定期的なワークショップを開催。

 楽しく学ぶ防災訓練

 町内情報の共有

「見守り隊」の普及

令和6年度スタート！いつものお散歩やジョギングを「地域の目」に。
変え、住民が連携して「犯罪のない」まち立待地区。

「防災ロードマップ」の策定

災害に強く
安全なまち

「移動」の不安をゼロへ

生活サポートの「見える化」

買い物・食事支援などの情報を網羅した『たちまち暮らしの
サービスガイド』をさらに充実させ、全世帯へお届け。

にぎやかな街の拠点づくり

旧JA鯖江北支店駐車場を活用！地域の食の魅力を
再発見する場所に。地産地消の喜びを共にし、誰もが
気軽に立ち寄れる「地域の交流拠点」へと再生。

安心して子育てが
できるまち情報の見える化

福祉・子育て事業者のリストを
作成し、活動場所や内容を
分かりやすく発信。

「こどものびのびひろば」の充実

親子が楽しく過ごせる環境をさらにパワーアップ。

新たな交流拠点

子どもたちの居場所・待ち合わせスポット、
（旧JA鯖江北支店や空き家など）

大谷公園のリフレッシュ事業

豊かな自然を活かし、心身ともに健康になれるイベントを実施。

住民同士の交流や「子ども食堂」としての活用を検討。

浸水や土砂災害から命を守るための具体的な行動計画。
立待地区ならではの「逃げ方」をカタチに。
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①近松門左衛門・歴史・文化
②豊かな自然環境と住民の憩いの場と
　なっている公園・河川
③そこに住む「人」や地域内での
　「繋がり」・温かい人情

区長会
スポーツ協会
青少年育成協議会
社会福祉協議会
スポーツ少年団
老人クラブ連合会
壮年連合会
防犯隊
婦人会
愛育会
e-net.立待
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鯖江市立待地区まちづくり計画書鯖江市立待地区まちづくり計画書

近松  里たちまち近松

里たちまちのの

計画実施期間：令和8年度～令和10年度

イラスト：吉江七曲り通り

主催：近松の里づくり事業推進会議 /
立待まちづくり計画策定委員会

「立待地区の魅力や宝は何ですか?」Q
A

Q
A

Q
A

まちづくりアンケート
Q&A

Q
A

「立待地区に足りないものは何ですか?」

①商業施設・店舗の充実
　・買い物・飲食店・医療機関など
②若者や子どもたちの
        居場所・地域活動への参加
③交通インフラの整備と安全性
　・公共交通・交通安全

「立待地区まちづくり計画には、
どのような分野を反映させた方が

いいですか?」
①子育て：子どもが安心して過ごせる
　　　　　仕組みづくり。
②賑わい：多世代が交流することで。
　　　　　地区全体を盛り上げたい。
③文化：近松等の歴史的資産の継承。
　　　　地場産業を活かしたまちづくり。

その他に反映させたいものは
なんですか？

①若者・子どもの視点や意見の反映
②安全・防犯・道路整備
 　・特に通学路の安全確保
③拠点施設（公民館・公園）の

 機能強化と活用
④地域資源の活用と発信
 　・文化・伝統・産業・自衛隊
⑤住民参加型の仕組みづくりと課題解決

　立待地区では、地域を盛り上げて
くれる仲間を募集しています。
　あなたの自由なアイデアや企画
で、このまちに新しい「賑わい」を
生み出しませんか？
　子どもから若者、シニアの方ま
で、立待を愛する方ならどなたでも
大歓迎です！

まちづくりサポーターまちづくりサポーター

大募集！大募集！

申し込み方法
①QRコード
②電話：0778-51-3376（立待公民館）

まちづくり計画協力団体まちづくり計画協力団体
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